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	積立保険の予定利率リスク
	ＳＭ基準のあるべき姿（12月19日資料再出）
	短期的対応（ 12月19日資料再出）
	（図１）経済価値ベースの評価�○資産の経済価値＝将来キャッシュフロー（正味の受取）の現在価値。�○負債の経済価値＝将来キャッシュフロー（正味の支払）の現在価値。�○金利が変動すると資産・負債の経済価値はそれぞれ変化する。
	（図２）金利の変動と経済価値ベース評価の変動�○金利が所与の水準低下した場合の負債の経済価値の変化額＝（本来的な）予定利率リスク�○負債特性に応じた資産で運用すること（ALM）により、正味ベースで見た予定利率リスクは小さくなる→ヘッジ効果の存在
	積立保険の予定利率リスク（ 12月19日資料再出）
	積立保険の予定利率リスク（ 12月19日資料再出）

